
市立豊中病院 令和５年度の状況報告について 

資料２ 【報告案件】 



１． １０月期収支状況 
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（１）病院事業収益 （２）病院事業費用 

医業収益 １１，２４８ 医業費用 １１，２１５ 

入院収益 ７，３９８ 給与費 ５，０６５ 

外来収益 ３，４５７ 材料費 ３，７０８ 

その他医業収益 ３９３ 薬品費 ２，５７５ 

医業外収益 １，０２７ 診療材料費 １，１２２ 

他会計負担金・補助金 ４９５ 経費 １，８１０ 

国・府補助金 ２１３ 光熱水費 ２２６ 

長期前受金戻入 ２４１ 賃借料 １２９ 

その他医業外収益 ７８ 委託料 １，０４９ 

減価償却費 ５９５ 

資産減耗費 ０ 

医業外費用 ９８ 

支払利息等 ５３ 

その他雑損失等 ４５ 

（３）差引額(（１）-（２）) ９６２ 

（４）消費税関係 ４６７ 

（５）純利益（税抜）（（３）＋（４）） １，４２９ 

R5年度10月期想定執行額 

（６）収益 ２７２ 

一般会計繰入金 １３８ 

国・府補助金 ４５ 

長期前受金戻入益 ４０ 

その他 ４９ 

（７）費用 ２，２２６ 

減価償却費 ９９ 

雑損失（控除対象外消費
税） 

５０９ 

期末勤勉手当 ７４４ 

未払金 ５５２ 

その他 ３２２ 

（８）想定純利益（税抜） 
（（5）＋（6）－（7）） 

△５２５ 

税込（「（５）純利益」を除く）、主要なもののみを記載（単位：百万円） 税抜、（単位：百万円） 
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２．新設診療科等における取組み 

 

 

 

 

 

 眼瞼下垂や顔面骨骨折（眼窩底骨折、
頬骨骨折等）に対する観血的整復固定術
の他、院内の診療科との連携により、乳
房再建術や頭頚部再建術、リンパ浮腫に
対する手術等を実施しています。 

 その他、入院患者に対する褥瘡や難治
性皮膚潰瘍に対して、局所陰圧閉鎖療法
や手術療法も行っています。 

 形成外科の新設については、「病院だよ
り（全戸配布）」での特集記事 
やホームページの他、地域の 
医療機関の皆様向けの冊子 
等で周知を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  標準治療がなくなった患者さんのがん
組織や血液の百～数百の遺伝子を同
時に調べ、遺伝子の変化に対して効果
が期待できる薬剤がないかを調べてい
くのが「がんゲノム医療」です。当院は２
０２１年にがんゲノム医療連携病院に指
定され、保険診療でがんゲノム医療が
受けられるようになり、これまでの約２
年間で、８０人余りに検査を実施し、７人
が治療に結びつきました。 

 現在当院のがん診療の中で行ってい
るゲノム医療を所管する部門として、が
んゲノム医療センターが新設されました。 

形成外科 がんゲノム医療センター 
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３．紹介患者に対する医療の提供 

R5年度累計
（９月末）

前年
同時期比

R5年度
見込

紹介患者数（人） 12,371 1.109 24,194

逆紹介患者数（人） 11,829 1.101 23,829

紹介率（％） 82.6 1.183 82.6

逆紹介率（％） 84.1 1.184 84.1

地域医療支援病院の役割として、紹介患者
に対する医療の提供を推進しています。  
（かかりつけ医等への逆紹介も含む） 
 

 ・紹介患者数・逆紹介患者数 

  → いずれも増加傾向 

   （上半期・前年同時期比…約１１０％） 

      ※令和元年度と同等の水準 

 

 ・紹介率・逆紹介率 

  →紹介率：８２．６％  逆紹介率：８４．１％ 

  ※診療科部長・紹介受付担当職員や、退院支
援担当職員による地域医療機関訪問等により、
紹介・逆紹介患者数の増を図っている。  



・薬剤アレルギーの聞き取り 
・中止薬の確認 
・かかりつけ薬局との連携 
・持参薬鑑別 

薬剤師 
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４．新設患者総合支援部における取組み 

多職種・多部門と連携した医療サービスへの取組み 

 

 
昨年度まで（療養サポートセンター） 

看護師のみ 

 
・入院・治療に対する受け止め
方の確認 
・生活背景の聞き取り 
・療養上のリスクアセスメント 
・退院困難な要件の抽出 
・薬剤アレルギー、食物アレル
ギーその他アレルギーの聞き取り 
・入院生活、病棟設備の説明 
・持参物品の説明 
 

      今年度（患者支援室の設置） 

・入院・治療に対する受け止め方の確認 
・生活背景の聞き取り 
・療養上のリスクアセスメント 
・退院困難な要件の抽出 
・入院生活、病棟設備の説明 
・持参物品の説明 
・入院病棟、地域の支援者への情報伝達 

 

看護師 
助産師 

・患者情報を入院前に把握し早期に着手 
・院内外の専門職種と連携し退院後も含めてサポート 

認知症ケア・せん妄予防チーム 

地域の支援者 

事務 

入院の案内 

皮膚・排泄認定看護師 

褥瘡予防 

役割分担を明確にして専門性を発揮 

・食物アレルギーの聞き取り 
・摂取しやすい食種選択 

管理栄養士 情報共有 
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５．医師の働き方改革について（特定労務管理対象機関指定申請に関する状況）  

 
 令和５年８月２４日 

 医療機関勤務環境評価センターより評価結果
通知書を受領 

 内容 → 「医師の労働時間短縮に向けた医療
機関内の取組は十分に行われており、労働時
間短縮が進んでいる」との評価 

  
 令和５年１０月３１日 

 大阪府に特定労務管理対象機関指定申請を
提出 

 内容 → 特定地域医療提供機関（Ｂ水準）及
び技能向上集中研修機関（Ｃ－１水準）につい
て指定申請書を提出 

  
 今後の流れ 

令和６年２月頃（予定） 特定労務管理対象機関指
定通知・公示 

 

 

 

   

項目 評価受審 特定労務管理対象機関の指定申請

・8/1　第２期　申請開始

・11/20　第２期　申請締切

・第２期　指定通知

医師の時間外労働時間 上限規制 開始

８月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

8/24 評価結果受領

10/31 指定申請書提出

2/● 指定通知受領（予定）


